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公
的
部
門
に
お
け
る
法
律
専
門
家

─
─
ド
イ
ツ
に
お
け
る
そ
の
養
成
と
役
割
─
─

佐　
　

藤　
　

英　
　

世

一　

は 
じ 
め 
に

　

本
稿
は
、
二
〇
一
二
年
一
二
月
八
日
に
大
阪
大
学
で
開
催
さ
れ
た
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
公
的
部
門
に
お
け
る
法
律
専
門
家
」
で
の

報
告
お
よ
び
配
布
資
料
を
ベ
ー
ス
に
し
、
ド
イ
ツ
、
と
り
わ
け
筆
者
が
分
担
し
た
調
査
対
象
で
あ
る
バ
ー
デ
ン
＝
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク

州
に
お
い
て
、
法
律
専
門
家
（
い
わ
ゆ
る
法
曹
以
外
の
者
も
含
む
）
が
、
行
政
機
関
等
の
公
的
部
門
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果

た
し
、
実
務
修
習
を
含
め
て
、
そ
の
養
成
が
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
か
を
、
ド
イ
ツ
で
行
っ
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
等
の
調
査
に
基
づ

い
て
整
理
し
、
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

公
的
部
門
に
お
け
る
法
曹
の
養
成
と
そ
の
役
割
を
知
る
た
め
に
は
、
そ
の
前
提
と
し
て
ド
イ
ツ
の
司
法
制
度
や
法
曹
養
成
の
シ
ス
テ

ム
を
理
解
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
以
下
で
は
、
ま
ず
二
で
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
司
法
制
度
と
法
曹
養
成
制
度
に
つ
い
て
、

ド
イ
ツ
と
わ
が
国
と
の
違
い
に
も
触
れ
な
が
ら
そ
の
概
要
を
示
し
、
三
で
、
公
的
部
門
に
お
け
る
法
律
専
門
家
の
養
成
と
役
割
に
つ
い

て
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。

（
1
）

（
2
）
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二　

ド
イ
ツ
に
お
け
る
司
法
制
度
と
法
曹
養
成
制
度

 

（
1
）
ド
イ
ツ
の
司
法
制
度

　

ド
イ
ツ
の
司
法
制
度
は
、
民
事
事
件
と
刑
事
事
件
を
扱
う
通
常
裁
判
所
、
そ
れ
以
外
の
特
定
の
法
律
分
野
の
事
件
を
管
轄
す
る
特
別

裁
判
所
、
さ
ら
に
憲
法
問
題
を
専
門
に
扱
う
連
邦
憲
法
裁
判
所
に
よ
り
形
作
ら
れ
て
い
る
。
通
常
裁
判
所
は
、
三
審
制
で
あ
り
、
一
審

の
地
方
裁
判
所
（Landesgericht

）
と
控
訴
審
の
高
等
裁
判
所
（O

berlandesgericht

）
は
州
の
裁
判
所
で
あ
り
、
上
告
審
で
あ
る

連
邦
通
常
裁
判
所
（Bundesgerichtshof

）
は
連
邦
の
裁
判
所
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
日
本
で
言
え
ば
簡
易
裁
判
所
に
当
た
る
各
州

の
区
裁
判
所
（A

m
tsgericht

）
と
特
許
事
件
（
特
許
侵
害
訴
訟
を
除
く
）
を
専
門
に
扱
う
連
邦
特
許
裁
判
所
（Bundespatentgeri-

cht

）
が
あ
る
。
後
者
の
上
告
審
は
連
邦
通
常
裁
判
所
で
あ
り
、
わ
が
国
で
二
〇
〇
五
年
四
月
に
東
京
高
等
裁
判
所
の
特
別
の
支
部
と

し
て
設
置
さ
れ
た
知
的
財
産
高
等
裁
判
所
に
類
似
し
て
い
る
。

　

特
別
裁
判
所
に
は
、
行
政
事
件
を
管
轄
す
る
行
政
裁
判
所
（V

erw
altungsgericht

）、
労
働
事
件
を
管
轄
す
る
労
働
裁
判
所
（A

r-

beitsgericht

）、
社
会
保
険
等
に
関
す
る
事
件
を
管
轄
す
る
社
会
裁
判
所
（Sozialgericht

）、
租
税
事
件
を
管
轄
す
る
財
政
裁
判
所

（Finanzgericht

）
が
あ
る
。
特
別
裁
判
所
も
、
二
審
制
を
と
る
財
政
裁
判
所
以
外
は
、
通
常
裁
判
所
と
同
様
に
三
審
制
で
あ
り
、

上
告
審
の
み
が
連
邦
の
裁
判
所
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
連
邦
国
家
で
あ
る
こ
と
に
起
因
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
に
は
、
わ
が
国
で

は
日
本
国
憲
法
の
施
行
に
あ
わ
せ
廃
止
さ
れ
た
行
政
裁
判
所
を
は
じ
め
と
す
る
特
別
裁
判
所
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
コ

ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
（Conseil dʼEtat

）
を
頂
点
と
す
る
行
政
裁
判
所
と
も
異
な
り
、
行
政
権
の
一
部
で
は
な
く
司
法
権
（
裁
判
権
）

に
属
し
て
い
る
。

　

連
邦
憲
法
裁
判
所
（Bundesverfassungsgericht

）
は
、
①
連
邦
政
府
、
州
政
府
ま
た
は
連
邦
議
会
の
三
分
の
一
以
上
の
議
員
の

（
3
）
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申
立
て
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
抽
象
的
違
憲
審
査
（
基
本
法
九
三
条
一
項
二
号
）、
②
各
裁
判
所
が
、
裁
判
係
属
中
に
あ
る
法
律
が
違

憲
で
あ
る
と
の
疑
い
を
も
っ
た
場
合
に
、
当
該
裁
判
手
続
を
中
止
し
た
う
え
で
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
判
断
を
求
め
る
具
体
的
違
憲
立

法
審
査
（
同
法
一
〇
〇
条
一
項
）、
③
公
権
力
に
よ
っ
て
基
本
権
を
侵
害
さ
れ
た
旨
主
張
す
る
者
が
裁
判
上
の
救
済
手
段
を
尽
く
し
た

後
に
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
審
査
を
求
め
る
憲
法
訴
願
（
同
法
九
三
条
一
項
四
ａ
号
）、
④
連
邦
機
関
相
互
の
権
利
・
義
務
の
範
囲
に
関

す
る
機
関
争
訟
等
（
同
法
九
三
条
一
項
一
号
）
に
つ
い
て
決
定
す
る
権
限
を
有
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
州
に
よ
っ
て
は
、
州
憲
法
裁
判

所
を
設
置
し
、
州
の
憲
法
に
関
係
す
る
紛
争
等
の
審
理
に
当
た
る
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
州
憲
法
裁
判
所
は
、
州
法
の
み
を

取
り
扱
う
州
の
裁
判
所
で
あ
っ
て
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
と
は
審
級
関
係
に
は
な
い
。
日
本
と
は
異
な
る
司
法
制
度
で
あ
る
が
、
さ
ら
に

裁
判
官
に
も
職
業
裁
判
官
と
国
民
の
中
か
ら
選
ば
れ
る
名
誉
職
裁
判
官
（
刑
事
事
件
で
は
参
審
員
と
い
う
。）
の
一
定
数
の
組
み
合
わ

せ
で
一
定
の
事
件
に
つ
い
て
審
理
が
行
わ
れ
る
と
い
っ
た
特
色
も
あ
る
。

 

（
2
）
ド
イ
ツ
の
法
曹
養
成
制
度

1
．
概　
　

観

　

ド
イ
ツ
の
法
曹
養
成
制
度
の
基
本
的
枠
組
み
は
、
ド
イ
ツ
裁
判
官
法
（D

eutches　

Richtergesetz. 

以
下
、
単
に
「
裁
判
官
法
」

と
も
い
う
。）、
連
邦
弁
護
士
法
（Bundesrechtsanw

altsordnung

）
お
よ
び
大
学
大
綱
法
（H

ochschulerahm
engesetz

）
に
よ

り
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、
基
本
法
上
、
教
育
権
は
州
に
属
す
る
（
基
本
法
三
〇
条
・
七
〇
条
）
た
め
、
そ
の
具
体
化
は
各
州
に
委
ね
ら

れ
て
い
る
。

　

ド
イ
ツ
で
法
曹
資
格
を
取
得
す
る
た
め
に
は
、
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
（
九
年
制
高
等
学
校
）
の
卒
業
試
験
（A

bitur

）
に
合
格
し
た
者
が

大
学
の
法
学
部
で
法
学
教
育
を
四
年
間
受
け
（
優
秀
な
成
績
で
あ
る
場
合
に
は
こ
れ
を
下
回
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
最
低
二
年
間
は
大

学
に
在
籍
す
る
必
要
が
あ
る
。
裁
判
官
法
五
ａ
条
一
項
）、
第
一
次
試
験
（die erste Prüfung

）
に
合
格
し
た
後
に
、
二
年
間
の
司

（
4
）

（
5
）
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法
修
習
（V

orbereitungdienst

）
を
行
い
、
第
二
次
国
家
試
験
（die zw

eite Staatsprüfung

）
に
合
格
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

ド
イ
ツ
で
は
、
わ
が
国
と
異
な
り
法
学
部
卒
業
（
学
士
）
と
い
う
概
念
は
な
く
、
第
一
次
試
験
合
格
が
い
わ
ゆ
る
卒
業
に
あ
た
る
。

法
制
養
成
教
育
は
、
従
来
の
裁
判
官
養
成
か
ら
多
様
な
弁
護
士
の
養
成
へ
と
シ
フ
ト
し
て
き
て
い
る
と
い
わ
れ
る
も
の
の
、
今
日
で
も

こ
の
第
二
次
国
家
試
験
合
格
は
、
裁
判
官
職
に
就
任
す
る
資
格
（
以
下
、
一
般
的
な
用
語
法
に
従
い
「
法
曹
資
格
」
あ
る
い
は
単
に

「
法
曹
」（Jurist
）
と
い
う
。）
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
（
同
法
五
条
）。

　

わ
が
国
と
の
比
較
で
と
り
わ
け
特
徴
的
な
の
は
、
法
曹
資
格
を
取
得
し
た
者
は
、
各
人
の
希
望
と
、
と
り
わ
け
二
度
の
試
験
の
成
績

に
よ
っ
て
、
法
曹
三
者
（
裁
判
官
、
検
察
官
、
弁
護
士
）
に
加
え
、
行
政
官
（V

erw
altungsbeam

te

．
法
曹
資
格
を
有
す
る
行
政

官
・
公
務
員
を
行
政
法
曹
（V

erw
altungsjurist

）
と
も
い
う
。）、
す
な
わ
ち
、
わ
が
国
で
い
え
ば
こ
れ
ま
で
の
国
家
公
務
員
Ⅰ
種

採
用
試
験
（
法
律
職
）
に
代
わ
り
、
二
〇
一
二
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
た
新
た
な
採
用
試
験
に
お
い
て
司
法
試
験
合
格
者
を
対
象
と
す
る

総
合
職
院
卒
者
試
験
（
法
務
）
の
合
格
者
に
相
当
す
る
者
、
経
済
法
曹
（W

irtschaftjurist

）、
わ
が
国
で
い
え
ば
企
業
内
弁
護
士
と

い
わ
れ
る
職
種
、
公
証
人
等
の
道
に
進
ん
で
い
く
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

2
．
法
曹
養
成
制
度
の
改
革

　

ド
イ
ツ
で
は
法
曹
養
成
制
度
の
改
革
が
繰
り
返
し
行
わ
れ
て
き
た
が
、
と
く
に
現
行
制
度
と
の
関
連
で
重
要
な
の
は
、
二
〇
〇
二
年

三
月
（
二
〇
〇
三
年
七
月
施
行
）
の
法
曹
養
成
制
度
改
革
法
に
よ
る
改
革
で
あ
る
。
こ
の
改
革
は
一
九
世
紀
以
来
の
抜
本
改
革
と
も
言

わ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
改
革
は
、
従
来
の
制
度
は
裁
判
官
養
成
に
力
点
が
置
か
れ
す
ぎ
て
い
る
こ
と
、
国
際
競
争
力
を
念
頭
に
お
い
た
弁
護
士
の
グ

ロ
ー
バ
ル
化
が
必
要
と
な
っ
て
き
た
こ
と
、
法
的
助
言
や
法
政
策
的
な
能
力
が
法
律
家
に
は
従
来
以
上
に
求
め
ら
れ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
実
務
で
役
立
つ
教
育
が
大
学
で
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
な
ど
が
問
題
視
さ
れ
、
従
来
の
裁
判
官
の
養
成
を
主
た
る

（
6
）

（
7
）
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目
的
と
し
た
制
度
か
ら
多
様
な
法
曹
（
と
く
に
弁
護
士
）
を
養
成
す
る
シ
ス
テ
ム
に
変
容
す
る
も
の
で
あ
る
。
改
革
の
骨
子
は
以
下
の

と
お
り
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
改
革
法
に
基
づ
く
新
司
法
試
験
は
二
〇
〇
七
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。

　

①
各
大
学
が
実
施
す
る
重
点
領
域
科
目
試
験
の
導
入
、

　

②
国
際
性
と
問
題
解
決
能
力
な
ど
の
専
門
性
の
重
視
、

　

③
弁
護
士
修
習
の
重
視
、

　

④
裁
判
官
の
社
会
的
な
資
質
の
重
視
、
で
あ
る
。

3
．
現
行
法
曹
養
成
制
度
の
概
要

　

法
曹
養
成
制
度
と
い
っ
て
も
、
各
州
（
さ
ら
に
は
各
大
学
）
に
大
幅
な
裁
量
が
認
め
ら
れ
一
律
で
は
な
い
た
め
、
私
の
調
査
し
た

バ
ー
デ
ン
＝
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
州
を
例
に
と
っ
て
み
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

　

ま
ず
、
前
述
の
よ
う
に
法
曹
養
成
制
度
は
、
連
邦
法
で
あ
る
ド
イ
ツ
裁
判
官
法
で
大
枠
が
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、
バ
ー
デ
ン
＝
ヴ
ュ

ル
テ
ン
ベ
ル
ク
州
（
以
下
、
単
に
「
州
」
と
も
い
う
。）
で
は
、「
司
法
試
験
及
び
司
法
修
習
に
関
す
る
法
律
」（Gesetz über die ju-

ristischen Prüfungen und den juristischen V
orbereitungsdienst: JA

G. 

以
下
、
単
に
「
州
法
」
と
い
う
。）
お
よ
び
そ
れ
に

基
づ
く
「
法
曹
養
成
及
び
司
法
試
験
に
関
す
る
司
法
省
令
」（V

erordnung des Justizm
inisterium

s über die A
usbildung und 

Prüfung der Juristen: JA
PrO

.　

以
下
、
単
に
「
省
令
」
と
い
う
。）
に
よ
り
そ
の
詳
細
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

⑴
大
学
教
育
と
第
一
次
試
験

　

裁
判
官
法
は
大
学
就
学
期
間
を
四
年
と
し
て
い
る
が
、
州
で
は
、
省
令
に
よ
り
第
一
次
試
験
を
含
め
て
九
セ
メ
ス
タ
ー
、
す
な
わ
ち

四
年
半
を
標
準
と
定
め
て
い
る
（
省
令
三
条
六
項
）。
ま
た
、
裁
判
官
法
に
規
定
は
な
い
が
、
州
で
は
、
他
の
多
く
の
州
と
同
様
に
、

第
一
次
試
験
に
進
む
過
程
で
州
法
に
基
づ
き
各
大
学
が
独
自
に
中
間
試
験
（Zw

ischenprüfung

）
を
実
施
し
て
お
り
、
四
セ
メ
ス

（
8
）

（
9
）

（
10
）

（
11
）
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タ
ー
の
終
了
ま
で
に
こ
の
試
験
に
合
格
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
試
験
科
目
は
、
民
事
法
、
刑
事
法
お
よ
び
公
法
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

一
度
だ
け
再
試
験
が
認
め
ら
れ
て
い
る
（
省
令
四
条
）。
す
で
に
大
学
二
年
目
に
し
て
基
本
科
目
の
基
礎
知
識
が
試
さ
れ
、
ふ
る
い
に

か
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

第
一
次
試
験
は
、
国
家
（
各
州
＝
各
州
司
法
省
）
に
よ
る
必
須
科
目
試
験
と
各
大
学
が
独
自
に
実
施
す
る
選
択
科
目
と
し
て
の
重
点

領
域
科
目
試
験
（Schw

erpunktbereichsprüfung

）
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
（
裁
判
官
法
五
条
一
項
）。
第
一
次
試
験
の
点
数
配
分
は
、

必
須
科
目
試
験
が
七
〇
パ
ー
セ
ン
ト
で
重
点
領
域
科
目
試
験
が
三
〇
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
（
同
法
五
ｄ
条
二
項
）。

　

必
須
科
目
は
、
民
事
法
、
刑
事
法
、
公
法
並
び
に
欧
州
法
、
法
学
方
法
論
お
よ
び
哲
学
的
、
歴
史
的
、
社
会
的
基
礎
を
含
む
手
続
法

の
中
核
部
分
（
主
要
部
分
）
で
あ
る
（
同
法
五
ａ
条
二
項
）。
必
須
科
目
の
具
体
的
な
試
験
範
囲
に
つ
い
て
、
州
で
は
、
省
令
で
詳
細

に
定
め
て
い
る
（
省
令
八
条
）。
重
点
領
域
科
目
は
、
必
須
科
目
に
関
連
し
た
必
須
科
目
教
育
の
補
充
、
深
化
並
び
に
法
の
学
際
的
、

国
際
的
知
見
を
与
え
る
こ
と
に
資
す
る
も
の
で
あ
る
必
要
が
あ
り
、
こ
の
観
点
か
ら
各
大
学
が
自
由
に
設
置
す
る
も
の
で
あ
る
（
同
条

二
項
）。
重
点
領
域
科
目
は
、
社
会
・
経
済
の
高
度
化
・
複
雑
化
に
対
処
し
う
る
多
様
な
法
曹
（
と
く
に
弁
護
士
）
を
養
成
す
る
た
め

に
設
置
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
発
想
は
わ
が
国
の
法
科
大
学
院
の
展
開
・
先
端
科
目
に
通
ず
る
も
の
が
あ
る
。

　

重
点
領
域
科
目
は
、
大
学
ご
と
に
か
な
り
異
な
っ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
学
生
は
提
供
さ
れ
て
い
る
重
点
領
域
科
目
の
中
か
ら

関
心
の
あ
る
科
目
を
選
択
し
、
各
大
学
が
実
施
す
る
試
験
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。

　

今
回
の
調
査
で
、
省
令
で
そ
の
範
囲
が
詳
細
に
規
定
さ
れ
て
い
る
必
須
科
目
試
験
と
比
べ
、
重
要
領
域
科
目
試
験
に
つ
い
て
は
そ
の

難
易
度
に
関
し
大
学
間
の
格
差
が
大
き
い
と
い
っ
た
指
摘
が
あ
っ
た
。
ち
な
み
に
、
私
の
調
査
し
た
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
大
学
で
は
高
難
度

の
問
題
が
出
題
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

　

第
一
次
試
験
で
は
、
必
須
科
目
試
験
は
筆
記
試
験
と
口
述
試
験
か
ら
な
り
（
省
令
七
条
一
項
）、
重
点
領
域
科
目
は
す
く
な
く
と
も

（
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一
科
目
は
筆
記
試
験
に
よ
り
行
わ
れ
る
（
裁
判
官
法
五
ｄ
条
二
項
）。
受
験
回
数
は
二
回
ま
で
で
あ
る
（
同
条
五
項
。
た
だ
し
、
早
期

受
験
の
場
合
の
不
算
入
受
験
制
度
が
あ
る
。）。

〈
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
大
学
法
学
部
の
重
点
領
域
科
目
（
二
〇
一
二
年
冬
学
期
）〉

　

①
法
制
史
と
比
較
法
（Rechtsgeschichte und Rechtsvergleichung

）

　

②
法
哲
学
と
法
理
論
の
基
礎
（Philosophische und theoretische Grundlagen des Rechts

）

　

③
司
法
お
よ
び
弁
護
士
職
に
お
け
る
民
事
司
法
（Zivilrechtliche Rechtspflege in Justiz und A

nw
altschaft

）

　

④
刑
事
司
法
（Strafrechtliche Rechtspflege

）

　

⑤
商
取
引
と
経
済
（H

andel und W
irtschaft

）

　

⑥
労
働
と
社
会
保
障
（A

rbeit und Soziale Sicherung

）

　

⑦
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
法
・
国
際
取
引
法
（Europäische und Internationale Rechts- und W

irtschaftsbeziehungen

）

　

⑧
多
面
的
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
国
家
と
法
（Staat und Recht im

 M
ehrebenensystem

）

　

⑨
情
報
法
と
知
的
財
産
権
法
（Inform

ationsrecht und Recht des Geistigen Eigentum
s 

）

　

こ
の
ほ
か
、
大
学
教
育
に
関
し
、
学
生
は
、
外
国
語
に
よ
る
法
学
の
授
業
（
ま
た
は
法
学
に
重
点
を
置
い
た
語
学
コ
ー
ス
）
の
単
位

を
取
得
す
る
必
要
が
あ
る
（
裁
判
官
法
五
ａ
条
二
項
）。
ま
た
、
大
学
教
育
の
内
容
は
、
司
法
的
、
行
政
的
お
よ
び
法
助
言
的
実
務
を

考
慮
し
、
そ
の
た
め
に
必
要
な
交
渉
術
、
対
話
指
導
、
法
廷
弁
論
術
、
紛
争
調
停
、
仲
裁
、
尋
問
技
術
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

と
い
っ
た
キ
ー
ク
オ
リ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
実
務
の
基
本
的
技
能
：Schlüsselqualifikation

）
を
含
む
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

（
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と
さ
れ
て
い
る
（
同
条
三
項
）。
さ
ら
に
、
学
生
は
、
休
暇
中
に
少
な
く
と
も
三
か
月
間
の
実
務
実
習
（praktische Studienzeit. 

単

にPraktikum

と
も
い
う
。）
を
行
う
必
要
が
あ
る
（
同
条
三
項
）。
そ
し
て
、
州
で
は
、
こ
れ
ら
外
国
語
に
よ
る
法
学
授
業
、
実
務

の
基
本
的
技
能
を
習
得
す
る
た
め
の
授
業
、
実
務
実
習
へ
の
参
加
が
第
一
次
試
験
受
験
資
格
取
得
の
前
提
条
件
と
な
っ
て
い
る
（
省
令

九
条
一
項
二
号
・
三
号
・
同
条
二
項
四
号
）。

　

実
務
実
習
に
関
し
、
ド
イ
ツ
で
は
実
習
先
は
学
生
自
ら
探
す
か
、
州
の
裁
判
所
等
が
公
募
し
て
受
け
入
れ
る
の
が
通
例
で
あ
る
。

バ
ー
デ
ン
＝
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
州
で
は
、
実
務
実
習
は
、
学
生
が
実
務
的
法
適
用
に
関
す
る
も
の
の
見
方
（
考
え
方
）
を
身
に
つ
け

る
の
に
適
し
た
機
関
（
場
所
）
で
あ
れ
ば
、
外
国
で
も
行
う
こ
と
が
出
来
る
と
し
て
い
る
（
省
令
五
条
二
項
）。
ま
た
、
す
べ
て
の
国

家
機
関
お
よ
び
そ
の
他
の
公
的
機
関
は
、
実
務
実
習
の
実
施
に
協
力
す
る
よ
う
求
め
ら
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
州
で
は
、
司
法
、
行
政
お

よ
び
弁
護
士
事
務
所
に
お
け
る
そ
れ
ぞ
れ
一
か
月
間
の
グ
ル
ー
プ
実
習
の
機
会
を
提
供
し
て
い
る
（
同
条
三
項
）。

　

わ
が
国
で
は
、
よ
う
や
く
二
〇
〇
九
年
度
か
ら
人
事
院
が
法
科
大
学
院
の
学
生
を
対
象
と
し
た
「
霞
が
関
法
科
大
学
院
生
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
」
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
実
習
期
間
は
原
則
二
週
間
と
短
く
、
法
科
大
学
院
生
の
数
と
の
比
較
に
お
い
て
受
け
入

れ
人
数
は
か
な
り
限
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
今
回
の
調
査
に
よ
る
と
、
地
方
公
共
団
体
（
宮
城
県
、
仙
台
市
、
福
岡
県
、
福
岡
市
）

で
は
法
科
大
学
院
生
に
対
象
を
限
定
し
た
実
習
は
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
必
要
性
も
な
い
と
い
う
意
見
が
多
か
っ
た
。

⑵
司
法
修
習
と
第
二
次
国
家
試
験

　

第
一
次
試
験
に
合
格
す
る
と
、
二
年
間
の
司
法
修
習
に
入
る
こ
と
に
な
る
（
裁
判
官
法
五
ｂ
条
一
項
）。
修
習
は
、
通
常
裁
判
所
に

お
け
る
民
事
修
習
三
か
月
、
検
察
庁
ま
た
は
裁
判
所
に
お
け
る
刑
事
修
習
三
か
月
、
行
政
官
庁
三
か
月
、
弁
護
士
事
務
所
九
か
月
並
び

に
一
か
所
ま
た
は
複
数
の
専
門
的
な
教
育
が
保
障
さ
れ
る
選
択
さ
れ
た
機
関
（
い
わ
ゆ
る
選
択
修
習
）
に
お
い
て
行
わ
れ
る
（
裁
判
官

法
五
ｂ
条
二
項
）。
外
国
の
養
成
機
関
や
弁
護
士
の
下
で
の
修
習
、
大
学
法
学
部
や
シ
ュ
パ
イ
ヤ
ー
行
政
大
学
院
で
の
研
修
も
認
め
ら

（
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れ
て
い
る
（
同
条
三
項
）。
ま
た
、
州
法
で
、
民
事
修
習
の
一
部
を
労
働
裁
判
所
で
、
行
政
官
庁
で
の
修
習
の
一
部
を
行
政
裁
判
所
、

財
政
裁
判
所
ま
た
は
社
会
裁
判
所
で
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
（
同
条
三
項
）。
さ
ら
に
、
弁
護
士
の
下
で
の

修
習
は
、
九
か
月
の
う
ち
三
か
月
を
公
証
人
の
下
で
、
三
か
月
を
企
業
、
団
体
そ
の
他
の
養
成
機
関
で
行
う
よ
う
州
法
で
定
め
る
こ
と

が
で
き
る
（
同
条
四
項
）。
こ
の
ほ
か
、
司
法
修
習
期
間
中
、
合
計
三
か
月
の
養
成
講
習
課
程
（
授
業
）
が
予
定
さ
れ
て
い
る
（
同
条

五
項
）。

　

バ
ー
デ
ン
＝
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
州
で
は
、
民
事
修
習
五
か
月
、
刑
事
修
習
三
か
月
半
、
行
政
修
習
三
か
月
半
、
弁
護
士
修
習
九
か

月
を
義
務
付
け
、
さ
ら
に
選
択
修
習
と
し
て
重
点
領
域
三
か
月
と
し
て
い
る
（
省
令
四
一
条
一
項
）。
修
習
は
、
そ
れ
ぞ
れ
指
導
員
に

よ
っ
て
成
績
評
価
が
な
さ
れ
る
（
省
令
四
五
条
一
項
）。

　

な
お
、
わ
が
国
で
は
、
二
〇
一
一
年
一
一
月
に
入
所
の
修
習
生
（
第
六
五
期
）
か
ら
給
費
制
が
廃
止
さ
れ
、
貸
与
制
に
移
行
し
た
が
、

ド
イ
ツ
で
は
今
日
で
も
給
費
制
が
と
ら
れ
て
い
る
。
給
付
額
は
州
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
お
お
む
ね
月
額
九
〇
〇
～
一
〇
〇
〇
ユ
ー
ロ

程
度
と
い
わ
れ
て
い
る
（
州
法
七
条
一
項
参
照
）。

　

第
二
次
国
家
試
験
は
、
第
一
次
試
験
同
様
、
筆
記
試
験
と
口
述
試
験
か
ら
な
る
。
州
の
筆
記
試
験
で
は
、
民
事
法
か
ら
四
問
、
刑
事

法
と
公
法
か
ら
各
二
問
、
実
務
的
な
問
題
が
出
題
さ
れ
る
（
省
令
五
〇
条
二
項
・
三
項
）。
口
述
試
験
は
、
民
事
法
、
刑
事
法
、
公
法

に
加
え
、
重
点
領
域
科
目
の
一
つ
に
つ
い
て
行
わ
れ
る
（
省
令
五
三
条
二
項
）。
不
合
格
者
は
、
一
度
だ
け
再
受
験
が
認
め
ら
れ
る

（
省
令
五
九
条
一
項
）。

　

バ
ー
デ
ン
＝
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
州
（
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
、
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
、
コ
ン
ス
タ
ン
ツ
、
マ
ン
ハ
イ
ム
、
テ
ュ
ー
ビ
ン
ゲ

ン
）
に
お
け
る
二
〇
一
一
年
の
第
一
次
試
験
の
受
験
者
は
一
、三
五
二
人
（
空
打
ち
受
験
者
一
七
三
人
を
含
む
。）
で
八
九
三
人
が
合
格

し
て
い
る
。
第
二
次
国
家
試
験
の
受
験
者
は
六
三
二
人
で
合
格
者
は
五
八
三
人
で
あ
る
。

（
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4
．
法
曹
養
成
制
度
と
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
宣
言

　

一
九
九
九
年
六
月
一
九
日
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
教
育
・
文
化
相
に
よ
り
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
宣
言
（D

er Europäische H
ochschul-

raum
, Gem

einsam
e Erklärung der Europäischen Bildungsm

inister 19. Juni 1999, Bologna

）
が
公
表
さ
れ
た
。
こ
の
宣

言
は
、
ド
イ
ツ
で
は
一
般
に
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
宣
言
（D

ie Bologna-Erklärung

）
あ
る
い
は
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
プ
ロ
セ
ス
（D

er Bologna-

Prozess

）
と
呼
ば
れ
、
議
論
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
宣
言
は
、
二
〇
一
〇
年
ま
で
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
統
一
的
な
高
等
教
育
シ
ス
テ
ム
を
樹
立
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る

が
、
そ
の
背
景
に
は
、EU
市
場
内
に
お
け
る
大
学
を
魅
力
あ
る
も
の
と
し
、
ア
メ
リ
カ
の
大
学
に
対
抗
す
る
意
図
が
あ
っ
た
と
い
わ

れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
宣
言
は
、
そ
の
名
称
か
ら
も
推
測
で
き
る
よ
う
に
参
加
国
の
決
意
表
明
で
あ
っ
て
、
法
的
拘
束
力
の
あ
る

条
約
で
は
な
い
。

　

宣
言
の
内
容
は
、EU

域
内
で
の
学
生
の
流
動
性
を
高
め
比
較
可
能
で
わ
か
り
や
す
い
大
学
卒
業
シ
ス
テ
ム
の
構
築
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

共
通
の
単
位
互
換
制
度
の
導
入
、
大
学
教
育
の
質
の
改
善
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
が
、
と
り
わ
け
ド
イ
ツ
の
法
曹
養
成
制
度
と
の
関
連
で

議
論
さ
れ
て
き
た
の
は
、
学
部
と
大
学
院
課
程
を
区
分
し
、
卒
業
生
に
学
士
（Bachelor

）
と
修
士
（M

aster

）
を
付
与
す
る
二
段

階
の
卒
業
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
に
つ
い
て
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
の
文
化
相
会
議
（die deutsche K

ultusm
inisterkonferenz

）

は
、
こ
の
宣
言
を
ド
イ
ツ
の
大
学
政
策
の
中
心
と
位
置
づ
け
、
宣
言
に
沿
っ
た
新
た
な
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
推
進
し
て
き
た
。
こ
の
点

に
関
し
、
二
〇
一
〇
年
の
統
計
と
し
て
、
ド
イ
ツ
の
大
学
の
全
履
修
過
程
の
八
二
％
が
学
士
‐
修
士
課
程
を
導
入
し
た
と
の
デ
ー
タ
が

あ
る
。

　

し
か
し
、
法
律
の
よ
う
に
国
家
試
験
合
格
が
卒
業
を
意
味
し
、
そ
の
過
程
に
実
務
研
修
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る
分
野
（
医
学
、
教
職

で
も
同
様
で
あ
る
）
で
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
導
入
は
容
易
で
は
な
い
。
今
回
の
調
査
で
も
、
ほ
と
ん
ど
の
法
学
部
教
授
は
そ
の
導

（
22
）

（
23
）

（
24
）

（
25
）

（
26
）
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入
に
否
定
的
で
あ
っ
た
。
こ
の
制
度
に
意
味
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
司
法
試
験
に
合
格
で
き
な
い
学
生
が
学
士
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
で
あ
る
と
い
う
厳
し
い
指
摘
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
ド
イ
ツ
で
司
法
修
習
の
実
務
を
担
当
す
る
州
の
司
法
相
会
議
（K

onferenz der 

Justizm
inisterinnen und Justizm

inister

）
は
、
従
来
か
ら
学
士
‐
修
士
課
程
の
導
入
に
反
対
の
立
場
を
と
っ
て
き
た
が
、
二
〇

一
一
年
五
月
一
八
日
・
一
九
日
に
開
催
さ
れ
た
第
八
二
回
司
法
相
会
議
に
お
い
て
、
全
会
一
致
で
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
プ
ロ
セ
ス
に
合
わ
せ
た

法
曹
養
成
課
程
の
変
革
は
行
わ
な
い
と
の
決
議
を
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
、
法
律
学
の
学
修
を
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
宣
言
の
意
味
に
お
け
る

学
士
・
修
士
の
構
造
に
変
換
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
ド
イ
ツ
の
法
曹
養
成
の
質
に
対
す
る
危
険
を
伴
う
こ
と
に
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
法

曹
養
成
制
度
と
の
関
連
で
は
そ
の
方
向
性
が
決
定
づ
け
ら
れ
た
こ
と
に
な
ろ
う
。

三　

公
的
部
門
に
お
け
る
法
律
専
門
家
の
養
成
と
役
割

　

本
調
査
は
、
諸
外
国
の
法
曹
養
成
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
、
官
庁
・
自
治
体
等
の
実
務
修
習
が
ど
の
よ
う
に
関
連
付
け
ら
れ
て
い
る
か

を
調
査
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
関
し
て
ド
イ
ツ
で
特
徴
的
な
の
は
、
法
曹
養
成
の
過
程
に
行
政
官
庁
で
の
実
務
実
習

お
よ
び
司
法
修
習
が
組
み
込
ま
れ
て
お
り
、
ま
た
第
二
次
国
家
試
験
合
格
後
に
行
政
法
曹
と
し
て
公
務
員
に
な
る
道
も
開
か
れ
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
バ
ー
デ
ン
＝
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
州
で
は
、
司
法
試
験
及
び
司
法
修
習
に
関
す
る
法
律
（JA

G

）
第
一
〇
条
で
、

裁
判
官
職
へ
の
資
格
は
、
同
時
に
上
級
行
政
職
（der höhere V

erw
altungsdienst

）
へ
の
資
格
と
も
な
る
と
明
記
し
て
い
る
。

　

す
で
に
二
で
実
務
実
習
と
司
法
修
習
の
概
要
に
つ
い
て
は
説
明
し
た
が
、
以
下
で
は
行
政
法
曹
や
官
庁
等
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
通

じ
て
得
ら
れ
た
調
査
結
果
に
つ
い
て
紹
介
す
る
こ
と
に
す
る
。

 

（
1
）
実
務
実
習
と
司
法
修
習

　

ド
イ
ツ
で
は
、
実
務
実
習
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
法
曹
養
成
の
目
的
に
適
っ
た
実
習
が
行
わ
れ
て
お
り
、
か
つ
そ

（
27
）

（
28
）

（
29
）
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の
選
択
肢
も
広
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
、
実
務
実
習
は
、
司
法
修
習
と
は
異
な
り
、
実
習
を
し
た
こ
と
の
証
明
は
必
要
で
あ
る

が
、
成
績
評
価
が
な
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。

　

フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
市
役
所
法
務
部
の
若
手
行
政
法
曹
は
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
ド
イ
ツ
大
使
館
で
三
か
月
間
、
次
に
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク

市
の
行
政
裁
判
所
で
一
か
月
間
、
そ
の
後
刑
事
事
件
を
専
門
に
扱
う
弁
護
士
事
務
所
で
一
か
月
間
実
習
を
行
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
経
験
は
大
変
意
義
深
い
も
の
で
あ
り
、
将
来
の
進
路
を
考
え
る
良
い
機
会
に
な
っ
た
と
評
価
し
て
い
る
。
他
方
で
、
重
点
領
域
科

目
試
験
が
学
生
に
と
っ
て
大
き
な
負
担
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
こ
と
が
学
生
が
実
習
に
消
極
的
に
な
る
要
因
に
も
な
っ
て
い
る
と
い
う
。

　

と
く
に
、
実
務
実
習
や
司
法
修
習
に
行
政
官
庁
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
公
法
学
に
と
っ
て
は
非
常
に
重
要
で
あ
る

と
の
指
摘
が
あ
っ
た
。
ド
イ
ツ
の
法
曹
養
成
制
度
で
は
学
問
的
教
育
と
実
務
的
教
育
の
融
合
が
企
図
さ
れ
て
い
る
が
、
と
く
に
公
法
学

に
と
っ
て
行
政
実
務
を
知
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
と
い
う
。
周
知
の
よ
う
に
、
わ
が
国
で
も
公
法
は
必
修
科
目
で
あ
る
が
、
そ
れ
に

対
応
す
る
行
政
実
務
の
修
習
は
行
わ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

 

（
2
）
法
曹
資
格
を
有
す
る
公
務
員
の
採
用

　

連
邦
、
州
あ
る
い
は
地
方
自
治
体
に
よ
り
公
務
員
の
採
用
の
仕
方
も
異
な
る
。
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
基
本
法
三
三
条
二
項
で
は
、
ド

イ
ツ
人
は
、
そ
の
適
正
・
資
格
お
よ
び
専
門
的
能
力
に
応
じ
て
、
等
し
く
公
職
に
就
く
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
お
り
、
第
二
次
国
家
試

験
に
合
格
し
た
者
は
上
級
公
務
員
の
候
補
者
（A

ssesor

）
と
し
て
そ
の
資
格
を
有
し
て
い
る
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、

候
補
者
に
は
わ
が
国
の
よ
う
な
公
務
員
採
用
試
験
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
採
用
に
際
し
て
は
、
と
り
わ
け
第
一
次
試
験
と
第
二
次
国

家
試
験
の
成
績
が
重
視
さ
れ
て
い
る
。
州
に
よ
っ
て
は
、
一
定
の
成
績
（
点
数
）
以
上
で
あ
る
こ
と
を
要
求
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る

（
た
と
え
ば
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
で
は
、
少
な
く
と
もbefriedigend

を
要
求
し
て
い
る
。）。
バ
ー
デ
ン
＝
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
州
で
は
、

こ
の
点
に
つ
い
て
公
表
し
て
い
な
い
。
た
だ
、
行
政
法
曹
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
な
か
で
八
な
い
し
九
点
あ
た
り
が
合
格
ラ
イ
ン
で
あ

（
30
）
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る
と
い
う
話
が
あ
っ
た
。
ち
な
み
に
、
成
績
評
価
は
以
下
の
よ
う
に
区
分
さ
れ
て
お
り
、ausreichend

以
上
の
評
価
が
な
け
れ
ば
、

第
一
次
試
験
に
も
第
二
次
国
家
試
験
に
も
合
格
で
き
な
い
。

　

 14,00
─18,00　

Punkte: sehr gut

　

 11,50

─13,99　
Punkte: gut

　
　

9,00

─11,49　

Punkte: vollbefriedigend

　
　

6,50

─ 8,99　

Punkte: befriedigend

　
　

4,00

─ 6,49　

Punkte: ausreichend

　
　

1,50

─ 3,99　

Punkte: m
angelhaft

　
　

0,00

─ 1,49　

Punkte: ungenügend

　

公
務
員
（Bundesbeam
te, Landesbeam

te, K
om

m
unalbeam

te

）
を
希
望
す
る
法
曹
は
、
連
邦
で
あ
れ
、
州
で
あ
れ
、
さ
ら

に
は
地
方
自
治
体
で
あ
れ
、
法
曹
で
あ
る
こ
と
が
条
件
と
さ
れ
て
い
る
公
募
に
応
募
す
る
こ
と
に
な
る
。
バ
ー
デ
ン
＝
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ

ル
ク
州
で
は
、
内
務
省
（Innenm

inisterium

）
が
一
般
職
の
公
務
員
の
職
務
区
分
、
す
な
わ
ち
法
曹
が
対
象
と
な
るH

öherer 

allgem
einer V

erw
altungsdienst

（
最
上
級
一
般
行
政
職
）、Gehobener V

erw
altungsdienst

（
上
級
行
政
職
）、M

ittlerer 

V
erw

altungsdienst

（
中
級
行
政
職
）
ご
と
に
公
募
情
報
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る
。

 

（
3
）
法
曹
資
格
を
有
す
る
公
務
員
と
し
て
の
採
用
後
の
職
務

　

行
政
法
曹
と
し
て
採
用
さ
れ
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
わ
が
国
の
新
た
な
国
家
公
務
員
の
区
分
で
い
え
ば
、
総
合
職
と
し
て
職
務
に
従

（
31
）

（
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）

（
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）
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事
す
る
こ
と
に
な
る
。
バ
ー
デ
ン
＝
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
州
で
は
、
五
年
か
ら
一
〇
年
で
部
署
が
変
わ
る
の
が
通
例
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
た
だ
、
現
実
的
に
は
法
津
知
識
が
必
要
と
さ
れ
る
部
署
に
は
必
ず
行
政
法
曹
が
配
置
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
フ
ラ
イ

ブ
ル
ク
市
法
務
部
で
の
調
査
で
は
、
当
該
部
署
の
ほ
ぼ
全
員
が
法
曹
資
格
を
有
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
ド
イ
ツ
で
は
わ
が
国
と
異
な
り
民
事
事
件
に
つ
い
て
弁
護
士
強
制
主
義
が
と
ら
れ
て
い
る
が
、
行
政
事
件
に
つ
い
て
は
、
本

人
訴
訟
が
認
め
ら
れ
て
い
る
（
ド
イ
ツ
行
政
裁
判
所
法
六
七
条
一
項
）。
し
た
が
っ
て
、
ド
イ
ツ
で
は
行
政
事
件
に
つ
い
て
法
曹
資
格

を
有
す
る
公
務
員
が
自
ら
州
や
地
方
自
治
体
の
代
理
人
と
し
て
訴
訟
を
扱
い
（
同
法
六
七
条
四
項
四
文
は
そ
の
こ
と
を
明
文
で
定
め
て

い
る
。）、
弁
護
士
あ
る
い
は
弁
護
士
事
務
所
に
依
頼
す
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
。
も
ち
ろ
ん
、
通
常
裁
判
所
で
争
わ
れ
る
州
等
が
当
事

者
と
な
る
民
事
事
件
に
つ
い
て
は
外
部
の
弁
護
士
に
依
頼
す
る
こ
と
に
な
る
。
バ
ー
デ
ン
＝
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
州
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ

ル
ト
支
局
で
の
行
政
法
曹
へ
の
調
査
で
は
、
こ
れ
ま
で
行
政
事
件
訴
訟
を
二
件
し
か
扱
っ
た
こ
と
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
し

か
し
、
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
市
法
務
部
は
、
不
服
申
立
事
案
や
行
政
事
件
訴
訟
を
専
門
に
扱
っ
て
お
り
、
ほ
ぼ
月
一
件
の
割
合
で
行
政
事
件

訴
訟
を
扱
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
部
署
に
よ
っ
て
、
か
な
り
の
違
い
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

 

（
4
）
公
的
部
門
に
お
け
る
法
曹
に
求
め
ら
れ
る
資
質
等

　

ま
ず
、
法
律
事
務
所
や
行
政
裁
判
所
と
の
人
事
交
流
に
関
し
て
、
バ
ー
デ
ン
＝
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
州
で
は
統
計
は
な
い
が
、
州
公

務
員
法
に
よ
り
公
務
員
の
任
用
は
原
則
と
し
て
満
四
二
歳
ま
で
と
い
う
制
限
が
あ
る
た
め
、
現
実
に
は
他
の
職
種
と
の
交
流
は
難
し
い

と
い
う
。
ま
た
、
裁
判
所
と
連
邦
行
政
庁
ま
た
は
州
行
政
庁
と
の
交
流
は
排
除
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
稀
で
あ
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

　

次
に
、
資
質
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
州
の
公
務
員
採
用
の
窓
口
と
な
っ
て
い
る
内
務
省
に
よ
れ
ば
、
平
均
以
上
の
専
門
的
能
力
と
と

も
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、
チ
ー
ム
を
組
ん
で
仕
事
が
で
き
る
こ
と
、
そ
し
て
負
担
あ
る
い
は
重
圧
に
耐
え
る
能
力
が
求
め

（
34
）

（
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）

（
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）
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ら
れ
る
と
い
う
。
一
方
、
行
政
法
曹
か
ら
は
、
法
曹
以
外
の
能
力
、
組
織
を
ま
と
め
る
能
力
、
法
的
な
問
題
解
決
能
力
と
い
う
よ
り
む

し
ろ
実
際
的
、
現
実
的
な
問
題
解
決
能
力
、
そ
の
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が
求
め
ら
れ
る
と
い
っ
た
声
が
聞
か
れ
た
。
行

政
組
織
の
一
翼
を
担
う
行
政
法
曹
と
し
て
、
当
然
求
め
ら
れ
る
資
質
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

四　

お 

わ 

り 

に

　

ド
イ
ツ
で
は
法
曹
の
職
域
が
広
く
、
と
く
に
連
邦
、
州
、
地
方
自
治
体
に
お
い
て
多
く
の
行
政
法
曹
が
活
躍
し
て
い
る
。
そ
の
直
接

的
な
要
因
は
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
法
学
教
育
、
司
法
試
験
を
も
含
め
た
法
曹
養
成
制
度
に
、
法
令
に
よ
り
行
政
（
官
公
署
）
に
お
け
る

実
務
実
習
お
よ
び
司
法
修
習
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。
し
か
し
、
今
回
の
関
係
者
へ
の
調
査
を
通
じ
て
と
く
に
感
じ
た
こ

と
は
、
法
曹
養
成
制
度
に
対
す
る
高
い
信
頼
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
司
法
相
会
議
が
、
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
宣
言
に
お
け
る
学
士
・
修
士
の
法
学
教

育
制
度
へ
の
導
入
に
全
会
一
致
で
反
対
し
た
こ
と
は
、
そ
の
証
左
で
も
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
周
知
の
よ
う
に
わ
が
国
の
現
行
の
法
曹
養
成
制
度
は
そ
の
発
足
以
来
混
迷
を
極
め
て
い
る
。
一
方
で
、
霞
が
関
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
、
司
法
試
験
合
格
者
に
国
家
公
務
員
総
合
職
へ
の
道
が
開
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
れ
ら
は
、
法
曹
の
職
域
拡
大
に
資
す
る
も
の
と
し
て
一
定
の
評
価
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
の
、
国
レ
ベ
ル
で
の
第
一
歩
に
す
ぎ

な
い
。

　

日
独
の
文
化
、
伝
統
、
教
育
等
の
シ
ス
テ
ム
が
異
な
る
た
め
、
ド
イ
ツ
の
法
曹
養
成
制
度
の
よ
う
な
行
政
法
曹
の
育
成
と
も
連
動
し

た
総
合
的
な
シ
ス
テ
ム
の
わ
が
国
へ
の
導
入
の
是
非
に
つ
い
て
は
、
な
お
慎
重
に
検
討
す
べ
き
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
少
な
く
と
も
合

理
的
で
信
頼
し
う
る
法
曹
養
成
制
度
に
変
革
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

　

最
後
に
、
今
回
の
調
査
に
当
た
っ
て
、
バ
ー
デ
ン
＝
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
州
と
地
方
自
治
体
の
多
く
の
関
係
者
や
大
学
関
係
者
の
ご

（
37
）
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協
力
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。

こ
の
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
平
成
二
二
～
二
四
年
度
科
学
研
究
費
助
成
金
基
盤
研
究
（
Ｂ
）「
諸
外
国
の
法
曹
養
成
と
官
庁
・
自
治
体

実
務
修
習
の
関
連
づ
け
の
調
査
と
法
科
大
学
院
へ
の
応
用
可
能
性
」（
研
究
代
表
者　

高
橋
明
男
教
授
）
の
成
果
と
し
て
、
開
催
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。
本
研
究
の
目
的
お
よ
び
趣
旨
に
つ
い
て
詳
細
は
、
高
橋
明
男
「
公
的
部
門
に
お
け
る
法
律
専
門
家
（
一
）」
阪
大
法
学
六
三
巻
一
号

（
二
〇
一
三
年
）
二
一
一
頁
以
下
。

筆
者
は
、
二
〇
一
一
年
三
月
と
二
〇
一
一
年
八
月
の
二
回
に
わ
た
っ
て
バ
ー
デ
ン
＝
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
州
に
お
け
る
調
査
を
行
っ
た
。

フ
ラ
ン
ス
の
司
法
制
度
お
よ
び
法
曹
養
成
度
に
つ
い
て
は
、
北
村
和
生
「
公
的
部
門
に
お
け
る
法
律
専
門
家
─
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
そ
の

養
成
と
役
割
─
」
阪
大
法
学
六
三
巻
五
号
（
二
〇
一
四
年
）
二
八
八
頁
以
下
参
照
。

ド
イ
ツ
の
司
法
制
度
を
含
め
諸
外
国
（
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
）
の
制
度
を
紹
介
し
た
も
の
と
し
て
、
一
九
九
九
年
七
月
か

ら
二
年
間
内
閣
に
設
置
さ
れ
た
司
法
制
度
審
議
会
の
第
五
回
議
事
録
（
平
成
一
一
年
一
〇
月
二
六
日
開
催
）
の
配
布
資
料
「
諸
外
国
の
司
法
制

度
概
要
」（http://w

w
w

.kantei.go.jp/jp/sihouseido/pdfs/dai5gijiroku-2.pdf

）
が
あ
る
。
ド
イ
ツ
に
つ
い
て
は
四
五
頁
以
下
、
と
く
に

ド
イ
ツ
の
裁
判
所
審
級
図
に
つ
い
て
は
六
〇
頁
が
分
か
り
や
す
い
。

ド
イ
ツ
の
法
曹
養
成
制
度
に
関
す
る
モ
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
は
多
い
。
さ
し
あ
た
り
、
村
上
淳
一
「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
法
律
家
養
成
の
現
況
」

ジ
ュ
リ
ス
ト
一
〇
一
六
号
（
一
九
九
三
年
）
七
二
頁
、
佐
藤
岩
夫
「
ド
イ
ツ
の
法
曹
」
比
較
法
研
究
六
三
号
（
二
〇
〇
一
年
）
一
四
頁
、
西
谷

敏
「
ド
イ
ツ
法
曹
養
成
制
度
と
法
科
大
学
院
構
想
」
法
律
時
報
七
二
巻
一
号
（
二
〇
〇
〇
年
）
一
三
二
頁
、
小
野
秀
誠
「
ド
イ
ツ
の
法
曹
養
成

制
度
」
法
律
時
報
七
八
巻
二
号
（
二
〇
〇
六
年
）
六
八
頁
、
石
部
雅
亮
「
法
曹
養
成
制
度
の
ド
イ
ツ
型
」
日
本
社
会
学
会
編
『
司
法
改
革
の
視

点
』
法
社
会
学
五
三
号
（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
〇
年
）
一
一
一
頁
、
ラ
イ
ナ
ー
・
フ
ラ
ン
ク
／
滝
沢
昌
彦
訳
「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
法
曹
養
成
」
明

治
大
学
法
科
大
学
院
論
集
五
号
（
二
〇
〇
八
年
）
一
二
九
頁
。
ま
た
、
比
較
的
最
近
の
も
の
と
し
て
、
甲
斐
素
直
「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
法
曹
養

成
制
度
改
革
に
つ
い
て
─
制
度
の
概
要
─
」
日
本
大
学
法
学
紀
要
四
九
巻
（
二
〇
〇
七
年
）
七
頁
、
藤
田
尚
子
「
ド
イ
ツ
の
法
曹
養
成
制
度
」

法
曹
養
成
対
策
室
報
五
号
（
日
本
弁
護
士
連
合
会
、
二
〇
一
一
年
）
八
頁
が
有
意
義
で
あ
る
。

甲
斐
・
前
掲
注
（
5
）
九
頁
以
下
。

甲
斐
・
前
掲
注
（
5
）
八
頁
。

（
1
）

（
2
）

（
3
）

（
4
）

（
5
）

（
6
）

（
7
）
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ド
イ
ツ
に
お
け
る
弁
護
士
業
務
に
つ
い
て
は
、
岡
崎
克
彦
「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
弁
護
士
と
そ
の
業
務
の
実
情
に
つ
い
て
（
一
）（
二
）

（
三
）（
四
）（
五
）・
完
」
判
例
時
報
一
七
一
六
号
二
八
頁
、
一
七
一
七
号
一
一
頁
、
一
七
一
九
号
一
八
頁
、
一
七
二
〇
号
二
五
頁
、
一
七
二

三
号
（
い
ず
れ
の
号
も
、
二
〇
〇
〇
年
）
一
〇
頁
が
参
考
に
な
る
。

新
司
法
試
験
の
実
施
状
況
や
旧
試
験
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
小
野
秀
誠
「
ド
イ
ツ
の
新
司
法
（
国
家
）
試
験
（
二
〇
〇
七
年
）」
国
際

商
事
法
務
三
七
巻
五
号
（
二
〇
〇
九
年
）
六
一
二
頁
以
下
参
照
。

小
野
・
前
掲
注
（
5
）
六
九
頁
。

バ
ー
デ
ン
＝
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
州
の
司
法
試
験
に
関
す
る
法
令
に
つ
い
て
は
、http://jum

.baden-w
uerttem

berg.de/servlet/
PB/m

enu/1153281/index.htm
l?RO

O
T

=1153239　

参
照
。

バ
ー
デ
ン
＝
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
州
の
大
学
で
の
法
学
教
育
の
実
情
に
つ
い
て
は
、
ベ
ル
ン
ト
・
Ｒ
・
マ
イ
ヤ
ー
「
テ
ュ
ー
ビ
ン
ゲ
ン
大

学
に
お
け
る
法
学
学
習
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
〇
一
六
号
（
一
九
九
三
年
）
七
八
頁
参
照
。
ま
た
、
高
田
篤
「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
法
曹
教
育
の
中
核

と
し
て
の
『
法
学
』・
法
学
部
」
日
本
法
社
会
学
会
編
『
司
法
改
革
の
視
点
』
法
社
会
学
五
三
号
（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
〇
年
）
一
二
二
頁
参
照
。

フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
大
学
法
学
部
のT

hom
as W

ürtenberger

教
授
の
ご
意
見
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
空
打
ち
（Freischuss, Freiversuch

）
受
験
と
も
呼
ば
れ
る
日
本
に
は
な
い
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
甲
斐
・
前
掲
注
（
5
）
二

六
頁
。

http://w
w

w
.verw

altung.uni-freiburg.de/lsfserver/rds?state=w
tree&

search=1&
trex=step&

root120112=1145650|1148
160|1147300&

P.vx=kurz

人
事
院
は
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
年
二
回
実
施
し
て
い
る
が
、
最
新
の
実
施
状
況
（
第
八
回
）
を
み
て
も
、
受
入
れ
は
計
八
府
省
一
〇

人
、
学
生
の
在
籍
す
る
法
科
大
学
院
も
計
六
大
学
院
（
一
〇
人
）
と
な
っ
て
い
る
。
人
事
院
人
材
局
（
報
道
資
料
）「
第
八
回
霞
が
関
法
科
大

学
院
生
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
』
の
実
施
に
つ
い
て
」（
平
成
二
四
年
一
二
月
二
七
日
）（http://w

w
w

.jinji.go.jp/kisya/1212/law
-intern-

8th.pdf

）。
筆
者
に
よ
る
わ
が
国
の
自
治
体
調
査
は
、
仙
台
市
（
二
〇
一
一
年
二
月
二
三
日
）、
宮
城
県
（
同
年
三
月
一
日
）、
福
岡
県
と
福
岡
市
（
い

ず
れ
も
二
〇
一
二
年
六
月
八
日
）
に
つ
い
て
行
っ
て
い
る
。

二
〇
一
一
年
三
月
に
研
究
代
表
者
で
あ
る
大
阪
大
学
の
高
橋
明
男
教
授
と
と
も
に
シ
ュ
パ
イ
ヤ
ー
行
政
大
学
院
のJan Ziekow

教
授
お

（
8
）

（
9
）

（
10
）

（
11
）

（
12
）

（
13
）

（
14
）

（
15
）

（
16
）

（
17
）

（
18
）
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よ
びRainer Pitschas

教
授
に
そ
れ
ぞ
れ
面
談
し
、
法
曹
養
成
課
程
に
お
け
る
実
務
修
習
の
状
況
、
司
法
修
習
、
法
曹
資
格
者
の
公
務
員
就

職
状
況
、
公
務
員
と
行
政
裁
判
所
裁
判
官
と
の
移
動
の
状
況
、
公
務
員
制
度
改
革
等
に
つ
い
て
、
聞
き
取
り
調
査
を
行
っ
た
。
そ
の
内
容
に
つ

い
て
は
、
高
橋
教
授
の
報
告
を
参
照
さ
れ
た
い
。

司
法
修
習
の
実
体
験
を
紹
介
す
る
も
の
と
し
て
、
ベ
ル
ン
ト
・
Ｍ
・
ク
ラ
フ
ト
「
バ
ー
デ
ン
＝
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
州
に
お
け
る
司
法
修

習
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
〇
一
六
号
（
一
九
九
三
年
）
八
〇
頁
が
あ
る
。

藤
田
・
前
掲
注
（
5
）
一
八
頁

Bericht des Landesjustizprüfungsam
ts des Landes Baden-W

ürttem
berg für das Jahr 2011, S.5, 10 (http://jum

.baden-
w

uerttem
berg.de/servlet/PB/show

/1277337/Jahresbericht%
202011.pdf).

こ
の
宣
言
に
つ
い
て
は
、
小
野
秀
誠
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
も
と
の
法
曹
養
成
：
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
宣
言
に
よ
る
標
準
化
」
一
橋
法
学
六
巻
一
号

（
二
〇
〇
七
年
）
一
頁
、
同
「
マ
ン
ハ
イ
ム
・
モ
デ
ル
と
ド
イ
ツ
の
新
司
法
試
験
」
一
橋
法
学
八
巻
三
号
（
二
〇
〇
九
年
）
八
九
頁
、D

er 
A

usschuss der K
onferenz der Justizm

inisterinnen und Justizm
inister zur K

oordinierung der Juristenausbildung, Bericht 
über M

öglichkeiten und K
onsequenzen einer Bachelor-M

aster-Struktur anhand unterschiedlicher M
odelle einschließlich 

der berufspraktischen Phase unter Berücksichtigung des entw
ickelten D

iskussionsm
odells eines Spartenvorbereitungs-

dienstes vom
 31.3.2011

（http://w
w

w
.jum

.baden-w
uerttem

berg.de/servlet/PB/show
/1268858/Bologna-Bericht

）
参
照
。

小
野
・
前
掲
注
（
22
）「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
も
と
の
法
曹
養
成
：
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
宣
言
に
よ
る
標
準
化
」
三
頁
。

小
野
・
前
掲
注
（
22
）「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
も
と
の
法
曹
養
成
：
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
宣
言
に
よ
る
標
準
化
」
五
頁
。

詳
し
く
は
、
小
野
・
前
掲
注
（
22
）「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
も
と
の
法
曹
養
成
：
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
宣
言
に
よ
る
標
準
化
」
五
頁
以
下
参
照
。

藤
田
・
前
掲
注
（
5
）
一
五
頁
。

フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
大
学
お
よ
び
シ
ュ
パ
イ
ヤ
ー
行
政
大
学
院
で
の
調
査
に
よ
る
。

Beschluss der 82. K
onferenz der Justizm

inisterinnen und Justizm
inister am

 18. und 19. M
ai 2011 in H

alle(Saale)
(http://w

w
w

.sachsen-anhalt.de/fileadm
in/Elem

entbibliothek/Bibliothek_Politik_und_V
erw

altung/Bibliothek_M
J/ju-

m
iko/I_1_Juristenausbildung.pdf).

ヤ
ン
・
ヘ
ン
ド
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
ー
ト
リ
ッ
ヒ/

高
橋
明
男
訳
「
法
曹
優
位
と
専
門
家
傾
向
の
間
で
─
ド
イ
ツ
に
お
け
る
行
政
法
曹
─
」
阪

（
19
）

（
20
）

（
21
）

（
22
）

（
23
）

（
24
）

（
25
）

（
26
）

（
27
）

（
28
）

（
29
）
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大
法
学
六
三
巻
二
号
（
二
〇
一
三
年
）
四
一
五
頁
。

T
hom

as W
ürtenberger

教
授
の
ご
意
見
で
あ
る
。

バ
ー
デ
ン
＝
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
州
の
州
都
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
の
支
局
（Regierungspräsidium

 Stuttgart

）
に
お
け
る
行
政
法

曹
の
見
解
で
あ
る
。

こ
の
分
類
は
、
公
務
員
と
い
っ
て
も
、
い
わ
ゆ
る
官
吏
（Beam

te

）
に
関
す
る
そ
れ
で
あ
る
。
公
行
政
へ
の
従
事
者
と
し
て
は
、
さ
ら

に
私
法
上
の
労
働
契
約
に
基
づ
き
雇
用
関
係
に
た
つ
協
約
労
働
者
が
存
在
す
る
。
こ
れ
に
関
す
る
詳
細
に
つ
い
て
は
、
デ
ィ
ー
ト
リ
ッ
ヒ
・
前

掲
注
（
29
）
四
〇
〇
頁
以
下
参
照
。

http://w
w

w
.im

.baden-w
uerttem

berg.de/de/Berufsinform
ation/83717.htm

l

周
知
の
よ
う
に
、
わ
が
国
で
は
二
〇
一
一
年
四
月
に
採
用
試
験
に
関
す
る
人
事
院
規
則
八
─
八
が
全
面
改
正
さ
れ
、
そ
れ
ま
で
の
国
家
公

務
員
Ⅰ
種
試
験
、
Ⅱ
種
試
験
及
び
Ⅲ
種
試
験
が
廃
止
さ
れ
、
総
合
職
試
験
及
び
一
般
職
試
験
に
再
編
さ
れ
、
翌
年
の
試
験
か
ら
新
た
な
試
験
区

分
に
よ
り
採
用
試
験
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
法
曹
養
成
制
度
あ
る
い
は
法
科
大
学
院
と
の
関
連
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
総
合
職
試
験
が

院
卒
者
試
験
と
大
卒
者
試
験
に
分
け
ら
れ
、
前
者
は
さ
ら
に
法
務
区
分
と
法
務
区
分
以
外
の
区
分
に
分
け
ら
れ
、
法
務
区
分
の
受
験
資
格
が
法

科
大
学
院
を
終
了
し
、
司
法
試
験
に
合
格
し
た
者
に
、
法
務
区
分
以
外
の
区
分
の
受
験
資
格
が
法
科
大
学
院
修
了
者
に
、
そ
れ
ぞ
れ
与
え
ら
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
人
事
院
「
新
た
な
採
用
試
験
の
具
体
的
な
内
容
」（
平
成
二
三
年
四
月
）

（http://w
w

w
.jinji.go.jp/saiyo/gutaitekinanaiyou.pdf

）
参
照
。

ま
た
、
法
曹
資
格
者
の
国
家
公
務
員
と
し
て
の
採
用
制
度
に
関
し
、「
法
曹
有
資
格
者
の
公
務
員
登
用
促
進
に
関
す
る
協
議
会
取
り
ま
と
め

（
平
成
二
一
年
四
月
二
四
日
）」
法
律
の
ひ
ろ
ば
二
〇
〇
九
年
八
月
号
一
三
頁
、
福
田
紀
夫
「
国
家
公
務
員
へ
の
法
曹
資
格
者
等
の
活
用
」
法

律
の
ひ
ろ
ば
二
〇
〇
九
年
八
月
号
三
三
頁
参
照
。

シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
の
支
局
に
お
け
る
行
政
法
曹
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
の
話
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
バ
ー
デ
ン
＝
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
州
内
務
省
へ
の
調
査
に
対
す
る
回
答
に
基
づ
い
て
い
る
。

シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
お
よ
び
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
に
お
い
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
た
行
政
法
曹
の
ほ
ぼ
共
通
し
た
認
識
で
あ
る
。

（
30
）

（
31
）

（
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）

（
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）

（
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）

（
35
）

（
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）

（
37
）




